
２０１４年度数学院生談話会特別企画  

数物系学生・院生対象かつ非専門家向けの 

松下泰雄先生連続講義と数学物理合同特別セミナー 

＊今回の企画は、松下先生，中田氏、鎌田氏の著作「4次元微分幾何学への招待」

（サイエンス社）出版の機会に開催するものです。 

本企画は，平成 26 年度教育推進本部経費（特色となる教育体制への支援事業）「学生の

自主的研究活動支援とオープンソースソフトウエアによる数理科学教育の推進」の事業の

一環として実施されます。 

組織：数学院生談話会委員会 

畑中美帆（大阪市立大学 大学院理学研究科 数物系専攻 Ｄ２） 

河村健吾（大阪市立大学 大学院理学研究科 数物系専攻 Ｄ２） 

連絡先：大仁田義裕（大阪市立大学数学研究所 OCAMI 所長） 

TEL: 06-6605-2617 (研究室 F321) e-mail: ohnita@sci.osaka-cu.ac.jp 

 

場所は，すべて理学部Ｆ棟２階 Ｆ２１５室で行います。 

 

●松下泰雄先生(OCAMI，滋賀県立大学名誉教授)連続講義 

２０１５年２月１９日（木） 

午前：１０：４０～１２：１０（１） 

午後：１３：３０～１５：００（２） 

２月２０日（金）午前１０：３０～１２：００（３） 

タイトル： 

  「４次元（＋＋－－）指標のニュートラル計量の存在条件について」 

アブストラクト： 

 まず，４次元ニュートラル計量の問題にたどり着くまでのことをイントロと

します。不定計量の存在条件がトポロジーに関わっていることに気がつき，ス

ティーンロッドの不定値計量の存在条件（1951)，ヒルツェブルフ・ホッフの 2

次元平面場の存在条件（1958）を知り，その後ローソンと出会ってドナルドソ

ンの業績(1983)を知り，それらを読み解いていった結果，ニュートラル計量の

存在条件を得ることができました(1988,1993)。 特に大きな収穫は，４次元ニ

ュートラル計量の存在条件が，2種類の概複素構造の存在条件と同値であること

を示せたことでした。それによって，さらに展望が開けてきました。数学その

ものの内容もさることながら，人との出会いによる大切さを伝えたいと思いま

す。  



●数学物理合同特別セミナー 

講演者：松下泰雄（ＯＣＡＭＩ，滋賀県立大学名誉教授），鎌田博行（宮城教

育大学 数学教育講座），中田文憲（福島大学 人間発達文化学類文化探究専攻 数

理・情報学系），濱野佐知子（福島大学 人間発達文化学類文化探究専攻 数理・

情報学系），山口博史 （滋賀大学名誉教授），安井幸則（大阪市立大学，物理） 

２０１５年２月２０日（金） 

１４：１０～１５：１０ 松下泰雄 

１５：２０～１６：２０ 濱野佐知子 

１６：３０～１７：３０ 山口博史 

２月２１日（土） 

９：１０～１０：１０ 鎌田博行 

１０：２０～１１：２０ 中田文憲 

１１：３０～１２：３０ 安井幸則 

 

［アブストラクト］ 

 

松下泰雄先生（ＯＣＡＭＩ、滋賀県立大学名誉教授） 

講演タイトル「拡張ミンコフスキー空間での時間」 

アブストラクト： 

  ニュートラル計量は、相対論の立場から見たとき１次元的時間が２次元的な

時間になったのか，ローレンツ計量における時間をおさらいしながら、むしろ

物理の観点からのトピックスを取り上げてみたいと思っています。そこで、ロ

ーレンツ計量がなぜ物理にとって好ましいのかという独断も織りまぜさせてい

ただきます。 

 

濱野佐知子先生（福島大学 人間発達文化学類文化探究専攻 数理・情報学系） 

タイトル：「主関数の変分公式とその応用について」 

アブストラクト： 

 一変数関数論における多重連結領域の等角写像、ポテンシャル論における各

主関数のディリクレ・ノイマン問題、および、多変数関数論的変動である擬凸

性に関する結果を紹介する。開リーマン面が複素パラメータ t と共に関数論的

に歪曲しながら変動するとき、各リーマン面の等角写像に関連したモジュール

（Schiffer スパン、調和スパン）の動きを t の 2 階変分を用いて明記した。こ

れらは変動の擬凸性を反映することを利用し、２つのスパンが誘導する計量の

幾何学的性質について述べる。 



山口博史先生 （滋賀大学名誉教授） 

タイトル：“Hyperbolic span and pseudoconvexity” 

 

 

 

 

 

 

 

 

鎌田博行先生（宮城教育大学 数学教育講座） 

タイトル：「コンパクト複素曲面上の自己双対ニュートラル計量について」 

アブストラクト：正定値の場合, 複素曲面上のスカラー平坦ケーラー構造や超

エルミート構造は, どちらも適合する計量が（適当な向きに関して）自己双対

計量を与える。本講演では, こうした計量のニュートラル版に対する存在・非

存在について、知られている結果や例の幾つかを、底空間がコンパクトな場合

に紹介する。 

 

中田文憲先生（福島大学 人間発達文化学類文化探究専攻 数理・情報学系） 

タイトル：「複素・正定値・ニュートラルのツイスター対応」 

アブストラクト：ツイスター対応は、非線形な重力場を構成する方法としてペ

ンローズによって考案された. ペンローズの理論は複素のカテゴリーで展開さ

れるが, その後アティヤ・ヒッチン・シンガーによってリーマン幾何のバージ

ョンが, さらにルブラン・メイソンによってニュートラル計量のバージョンが

確立されている. 本講演では, これら３種類のツイスター対応（複素・正定値・

ニュートラル）が, どれも基本的に同じアイデアに基づいたものであるが, そ

れぞれに個性的なフレイバーを持つことを比較して紹介する. 

 

安井幸則先生（大阪市立大学，物理） 

タイトル：「時空の対称性を数える」 

アブストラクト：本講演では，時空のキリング-矢野対称性に関する最近の発展

を話したいと思います．キリング-矢野方程式の延長 （prolongation)，解空間

の次元，ブラックホール時空での Mathematica による具体的な計算について紹

介する予定です．詳細 は宝利剛君との共著論文“A simple test for spacetime 

symmetry”arXiv:1410.1023 を参照してください。 


